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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １０ 

令和 元年 １１月２８日 

午前・午後 ２時１０分    

議会名 令和  元年 第 4 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号  7 番 小倉健一 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．災害対応について 

（１）避難所について 

 

 

 

 

 

 

（２）補助金について 

 

 

 

 

 

 

（３）財政負担の軽減、防災機

能維持のための事業（施設一

体型小中一貫校）見直しにつ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

① 現在の避難所は、発災から初動、応急の一時的

避難所として機能しているが、継続的復旧に繋

げる相談窓口を兼ねた避難所を各地区に設置す

る必要があると考えます。見解を伺います。 

② 学校施設の避難所の防災機能の強化について見

解を伺います。 

 

① 土砂崩れや洪水による浮遊物等の被災により今

もなお、生命の危険、不安に苛まされている状

況で、早急な救済を強く求められている方々が

おられます。住居建物以外においても適用とな

る崩土等除去・敷地復旧補助金の設置につい

て、見解を伺います。 

 

① 防災拠点として各学校が役割を果たしており、

学校統合で防災機能が失われ、財政負担も大き

くなると考えます。佐野市小中学校適正規模・

適正配置基本計画（後期計画）は 25 年間の計画

期間で全庁的に財政的影響の及ぶ大きな事業で

すが、見直しの考えはあるか伺います。 

② 学校整備基金条例の目的を修正し、学校の防災

機能強化や、他の補助金に充てるべきと思いま

すが見解を伺います。 

 


